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衛星観測により対流圏下部オゾンに対する前駆物質排出量削減の効果は検

出できるのか

Can a satellite sensor detect lower tropospheric ozone responses to its

precursor emission reductions?
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　地上オゾンは健康や植物に有害であり、対流圏オゾンは温室効果としての役割を持つ。しかし、生成反応が

非線形で排出量変化の影響がわかりにくい。衛星観測は面的に評価できるので排出量削減の効果を評価するた

めには有効なツールであるが、オゾンの場合、成層圏オゾンの存在のため地上オゾンの検出は極めて困難で

あった。 

 

　Hayashida et al. (2015)は、Earth Observing System (EOS) Aura衛星に搭載されたOzone Monitoring

Instrument (OMI) センサから対流圏下層（0 –3 km）オゾン量の算出アルゴリズムを開発し、中国華北平原を

中心とした領域におけるオゾンカラム量の増大を示した。その後、全球モデルMRI-CCM2との比較研究やクラ

スタ解析を通して、その有用性を確実なものとして来た。 

 

　そこで本研究では、領域気象化学モデルNHM-Chemを用いて、2006年6月の東アジアにおけるオゾン濃度

増大の水平分布を衛星観測と比較して検証した。衛星による対流圏下層オゾン観測結果は、晴天バイアスと上

層のオゾンの影響（artifact）を受ける。しかし、それでもなお、前駆物質であるNOxと非メタン炭化水素

（NMVOC）の将来的な排出量削減の効果、また過去からの排出量変化のトレンドを検出し得るかを検証する

ために、前駆物質を10%, 25%, 50%, 90%削減した感度実験を行い、下層オゾン濃度に対するレスポンス

と、そのレスポンスの有意性を確認するためにt検定を行った。その結果、前駆物質が25%, 50%, 90%減少し

た場合、対流圏下層オゾン濃度はそれぞれ5-10%, 15-25%, 30-50%程度減少し、両側1%の有意検定で、それ

ぞれ40%, 50%, 60%の領域で有意であることが判明した。
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